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研究成果の概要（和文）：行列の固有値分解，特異値分解などの対角化法は，線形代数学におけ

る最も基本的な算法であり，かつ幅広い分野における重要な道具として利用されている．本研

究課題では，行列の対角化問題を非線形方程式の解法に置き換え，ニュートン法によりすべて

の解を求める手法を提案し，これを超平面制約法と名付けている．ニュートン法の初期値の選

定問題の回避策として，非線形方程式の制約条件である超平面の選定方法を提案しすべて解を

求めることに成功している． 

 
研究成果の概要（英文）：The matrix diagonalizations, for example eigenvalue decomposition, 

singular value decomposition, are basic topics in linear algebra, and they also important 

tools in various fields. In this research, we developed new method, which is called the 

hyperplane-constrained method. This method can obtain matrix diagonalization by solving 

the nonlinear systems, which are constrained on hyperplanes, by the Newton method. The 

problems on selecting initial vectors of the Newton method is avoided by suitable selecting 

the normal vectors of the hyperplanes. 
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１．研究開始当初の背景 

行列の対角化法は様々な方法が既に提案さ
れている．しかし，計算機を用いて数値的に
計算された行列は，丸め誤差の影響により，
得られた結果の精度は，対象としている行列
の条件により大きく変化する．悪条件の行列
に対する高精度な計算法が求められている． 

２．研究の目的 

従来とは異なる性質をもつ対角化法を提案
し，行列の条件に依存しない高精度な行列の
対角化法の提案を行うことを目的とする． 

３．研究の方法 

行列の対角化問題を非線形問題の求根問題
に置き換え，これをニュートン法により解く．
ニュートン法における初期値と極限の関係
は，フラクタル状態であることが知られてお
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り，一般的には初期値の選定方法を工夫する
だけではすべての解を求めることは不可能
である．この問題を回避するために，初期値
の選定方法ではなく非線形方法の選定方法
を工夫する．既得の解から生成される部分空
間の直交補空間から選ばれたベクトルを法
線ベクトルとする超平面を非線形方程式の
制約条件として利用する． 
４．研究成果 
開発した手法を超平面制約法と名付けた．こ
の手法は，固有値分解，特異値分解，一般化
固有値問題に対して利用可能である．様々な
悪条件な行列に関して数値実験を行い，行列
の条件に依存せず高精度な演算が可能なこ
とを示した．また，提案法の理論的な性質に
関して証明を与えた． 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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